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仮想視空間と眼球画像計測とを同時実現す るゴー
グル型装置を開発した。本装置の特徴はゴー

グル 装着者の視野

が仮想視空 間 で覆われ るた め、仮想視 空間 を映 像 と して カ ス タム 設 計す る こと によ り多様 な視覚認知機能評価が

可能 とな っ た 。 また従来の 眼球運動計測で は アー
チフ ァ ク トとなっ て い た頭部運動の 影響を受けない ため、較正

が著し く簡単に なり安定 した眼球運動計測が 可能となっ た。

K6y 恥 rみ ；Virtual　reality ，　Head 　mounted 　unit，　Video　oculography ，　Eye　movement ，　pupil　response

1．はじめ に

　仮想視空問と眼球画 像計測を同時実現す るゴー
グル型

装置 を開発 した。開発 機器 の臨床 検査 向 け応 用 と して ビデ

オ 眼振計 「メデ ィテ ス タ VOG 」 につ いて 紹介する 。 メデ

ィ テ ス タ VOG は視刺激 を ゴー
グル 内部の 仮想空間で 実現

する も の で あり VR （バ
ー

チ ャ ル リア リテ ィ ） 応用 とも位

置 づけ られ る。メディ テ ス タ VOG は既 に医家向け ビデオ

眼振計 と して 商品 化 され て いる。

2． VR 応用 ビデオ眼振計

2 ・1 め まい検査　　め ま い症 状 を呈する 疾患の 検査で は，

責任 病巣が 内耳な どの 末梢 にあ るの か，小脳な どの 中枢 に

あ るの か によ っ て ，そ れぞれ の 病状 の 進 行や 処方が異な る

た め，そ の診断は 極め て重要 で あ る。

　重心動揺や眼球 運動 を調 べ る平衡機能検査は，そ の非侵

襲性お よび簡便性 ゆえ ス ク リ
ー

ニ ン グと して 有用 で あ り

既 に 臨床で行われて い る。眼球運動検査で は，大別 して，

視刺激を与えない もの と与え る もの に分けられ る。前者 と

して は，暗所 で の 眼 振有 無 を調 べ る検 査 や，冷 水や 温水 な

どで左右の 内耳の 温度差を与えて 眼球運動を誘発する カ

ロ リッ ク検査な どが あ る。後者で は，滑動 性 眼球運動 を誘

発する正弦状 に左 右移動 する視対 象を提示 す る視刺激検

査 （田 丁）や，線状の 縞模様を左右い ずれか に移動させ る

視刺激を提示 して，い わ ゆる
“
鉄道眼振

”
を誘発 させ る 視

運動性眼振検査 （OKN ，　QKP，　OKAN な ど）で あ る。

2・2 メディテ ス タ vOG 　 従来の 視刺激提示方法で は，

大型の スクリ
ー

ンを設置す る必要があ り，既設の 医療機関

で は そ の 導入の 障害とな っ て い る。また従来検査 で は，視

刺激の提示 装置 と眼球運動計 測装置が独立 して い るた め，

そ れ らの 同期が とれ て い なか っ た。

　メ ディ テ ス タ VOG は 上記 の よ うな問題 点 を解 決す る 眼

振検査装置で あり，眼球運動計測機能と視刺激提示機能と

を同時 に実現 する装置 で ある
1）。メデ ィ テ ス タ VOG は ゴ

ー
グル と本体か らな り，そ の 概観を Fig 　1 左に示 す。ゴー

グル 装着者には，1．4m 前方 に水平視野角 45　degの 約 63

イ ンチ 相当の 仮想 ス ク リ
ー

ンが見え る。視刺激 の 提示 は左

右独立 に提示 可能で ある。眼振検査に用 い られ る視刺激は，

予 め本 体 にて 生成 され る が，そ れ 以 外の 任意の ビデオ画像

にお いて も本体経由で ゴー
グルへ の 提示が可能で ある。

　 ゴー
グル にて 計測 され る眼球画像の サ ンプ ル を第 1 図

右 に示 す。本 体で は，ゴーグル で撮像 され た 眼 球画 像 を，

ビデオ信号処理 に よっ て ，眼球運 動の 位置
・速度の 水 平成

分お よび垂 直成分 を，60Hz の 実時間で 導出す る。

　ゴー
グル 内部の 模式図 を Fig　2 に示 す。上 部 に配置 され

た 2枚 の 小型 LCD パ ネ ルがそ れぞれ 左右 両眼の 視刺激 提

示を行 う。ビー
ム ス プ リッ ターを挟ん で 各 LCD と相対す

る よう に配置 された 2枚の CMOS イ メ
ー

ジセ ンサは左右

両眼像をサ ン ブ リン グレ
ー

ト60Hz で 撮像す る。

　お もな仕様を Tal，le　1 に示す。 眼球運動計測は，水平方

向で は O．1　deg，垂直方向で は O．2　degの 眼球 回転角の 分解

能 をそ れ ぞれ もつ 。垂直 方 向が劣 るの は，眼 球画 像 フ ォ
ー

マ ッ トが イ ンタ レース 方式の ビデオ 信号で あ る こと に依

存 して い る。瞳孔間距離は 58．o〜68．o   まで に 対応 して

お り，アイ リリ
ー

フ は 15．0   で ある。
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Fig．1Schematic 　ofthe 　developed　syStem

nsor

　 　 　 　 ＜1・…　 i皿frEロred　light（皿 light）
　 　 　 　 ← vislble 　light丘Qm 　theLCD

Fig．2Schematic　of 　the　head　mounted 　unit

Table　l　Specifications　ofthe 　develeped　syStem

Ima　 e　reSentatiOn

Horizontal　vlsual 　field　an　 Ie 45de
VerIical　visual 　field　an 　le 30de

Virtual　distance　f丗om 　eyes 1．4m
Eemeasurement

Horizontal　resolution 0．1de
Vertical　resolution 0．2de
Time 　resolution 60Hz

Human 　f註ctors

hlter　pupil　distance
58．0 −

63，5mm
E 　 relief 15，0mm

3．臨床検査へ の応用

3・1 眼振検査　　従来の電気計測方式の 電気 眼振計 とメ

ディ テ スタ VOG とを併用 して 同時計 測を行っ た結果

ETT や OKN ，OKP な どの ルーチ ン検査で の 眼球運 動記 録の

目視結果か ら，両方式間で 同等の 波形 が得 られ て お り，臨

床検査 の上で 問 題な い ことが確認 されて い る
1｝。

3 ・2 認知機能検査　 　メデ ィ テ ス タ VOG の 他用 途 展 開

と して，認知機能検査を試み て い る。脳卒中後遺症の
一

つ

で あ る半側 視空間 無視 に関 して，従来の 筆記や模写 テ ス ト

で は知覚機能 と運動機能の 弁別が容易で は な く，無視症 状

の 重症度定量化は困難で あっ た。開発 した機器を利用す る

こ とに よ り知覚機 能 を選択的 に定量 評価が 可能 とな り，リ

ハ ビ リの 回復度合を 知るツ
ール と して期待で きる。

　視刺激 と して，左 右の 視野 に 広が る 水平線分とそ の線分

上 の 特 定座標位置 に対応する点列を順次呈 示 した
2｝。視刺

激内容お よ び計測結果につ い て は，講演発表時 に詳述予定

で ある。

4．おわりに

　本稿で は臨床検査 向け仮想視空間と眼球画像計測を 同

時実現するゴー
グル装置に付い て 述べ ，そ の 応用例 として

ビデオ 眼振 計 メディ テ ス タ VOG を紹介した。
“
映像 と し

て呈示された視刺激 に対す る眼球運 動や瞳孔反 応 を計測

す る
”
，と い うコ ン セ プ トに基 づ い て お り，こ の よ うな検

査手 法は仮想検査空間 と言 える。視刺激は PC で 作成可能

で あるた めカ ス タマ イズは容易で あ り，上述した応用以 外

に も瞳孔視野計な どの 用途へ の 展開 も期待で きる
3）。
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（2）

（3）
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